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体内で生きた細胞も観察可能な内視鏡であり，EC に narrow band imaging 
(NBI) system を併用(EC-NBI)することで，血流や微細な腫瘍血管の評価
が可能である．そこで，今回我々は大腸腫瘍血管の EC-NBI 所見と脈管侵








討で評価した 188 病変の内訳は，腺腫 39病変，tumors in situ 64 病変，
T1腫瘍 56病変，T2 腫瘍 14 病変，T3腫瘍 15病変であった．tumors in situ 











径変化率は腫瘍深達度と静脈侵襲に関連性がみられ, 特に T1 腫瘍ではそ
の傾向が強くみられた. 
 
